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Abstract

Examinations were carried out for the hourly and seasonal distribution of the number of
egg rafts of Culex pipiens pallens, laid on the rice-straw infusion in earthen jars which were
set at ten different places in the campus of Nagasaki University School of Medicine. For the
hourly distribution, egg rafts each in ten jars were counted every one hour from 6 PM to
7 AM for three days from July 20, 1964. For the seasonal distribution, the egg rafts were
counted every day, each in 3 jars during the period from April 11 to December 31 in 1963
and in 2 jars during from February 1 to December 31 in 1964. The results obtained are
summarized as follows: Hourly, the oviposition activity is in general the most active for
one or two hours after sunset with a high peak at 8-9 PM, decreasing gradually towards the
time several hours after midnight, becoming a little active again towards sunrise, showing
that the activity seems to be controlled by the change in light. The results of hourly
collections of egg rafts in 10 jars for 3 days in summer revealed that the number of egg
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rafts varied greatly with the sites where the jars were placed as shown by the figures
given in circles in the order of small to large in Fig.1. The sites with greater number
were places which were less windy and had something probably attractive to the gravid
females such as residue of waste food for mosquito larvae sunk into a ditch. Seasonally,
the oviposition took place from early February through late December. The oviposition
activity becomes higher on May reaching the highest period covering from June to Sep-
tember, decreasing thereafter towards the end of the year. The higher activities observed
in 1964 in the spring and on September and October than in 1963 seems to be due to the
higher air temperatures on those days in 1964. At the most active period, the activity
was higher in 1963 than in 1964 owing probably to the adequate amount of rainfall in the
former and to the heavy drought especially in mid and late summer in the latter. The
alternate rise and fall in the activity observed throughout the years appear to be roughly
periodical and this may be due to the succession of generation in the mosquito population
at outskirts of the campus.
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著者は，アカイエカがワラの煮汁によく産卵する事

実を確め得たので，この方法で産卵活動の時間的並び

に季節的消長の調査を行なった，ここにその結果につ

いて報告する．本文に入るに際し，本稿の卸校閲を賜

わった大森南三郎教授に心から御礼申し上げ，色々と

助言下さった和田義人講師に深く謝意を表する．

実験場所及び方法

実験場所は長崎大学医学部構内で，－ここにはアカイ

エカの発生源はほとんど見当らなかった．同学部の周

囲は住宅地に通らなっており，このあたりから場所に

よってかなりのアカイエカが発生していたものではな

いかと思われる．

季節的消長を調べるために，第1図に示Lた同構内

の恥7，8，9の位置にワラの煮汁を入れた水ガメを各

々1個ずつ設置し，1963年4月11日より12月31日まで．

又1964年には柚．8，9のところへ夫々1個ずつ置いて

2月1日から12月31日まで，産みつけられた卵舟を採

集した・ここで用いたワラの煮汁は水3ゼに300タの

ワラを加えて，1時間煮沸し，これに水を加えて，計

8gどし，1日室温で放置したものである，この煮汁

を1963，1964年の2年間にわたる実験期間中，10日お

きに交換した．

時間的消長を調査するために，19申年のワラの煮汁

の更新日であった7月20日に更に8個の水ガメを加え

て，計10個とし，第1図に示すように同構内の異なっ

た10ケ所に建物の外嗜に接して設置し、その後3日］闇

毎夜午後占時から午前り峠まで，各々の′Kガメに生み

つけられた卵舟を1時間毎に採集した．
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の抽．3，第2日目（Table2）の恥4及び10，第3日目

（Table3）の油・1の水ガメにおけるように，採集数が

非常に少なく，消長のはっきりしない場合や，第1日

目の池2や油，10のように夜明け前にむしろ多い場合も

あるが，多くの場合には，日没1時間半頃を頂点とす

る産卵活動由山が見られ，日出頃にもしばしば活動の

Tablel．　H0urly distributionin a

小山が見られる．

そこで3日間の産卵舟数を合計して，各時間毎に図

示すると，欝2図に示したようにその傾向がよりはっ

きりしてくる・即ち，夏期におけるアカイエカの産卵

は日没前（及び日出後）にも見られるが，その数は極

めて少なく；大多数の産卵は夜間に起ること，産卵活
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勒は日没後1時間半，即ち午後8時～9時を頂点とし

て，その前後に最も盛んで，その後漸次おとろえ，日出

頓に再び活動の小山が現われることがわかる．産卵活

動の山が日没後に見られ，又日出頃にも，小さくはある

が，山が見られることから，産卵活動は明から晴へ，

9i9lO

†

Sunrise（S：25）

あるいは暗から明への明るさの変化と関係があるよう

に思われる，日出頃の産卵活動の小山は，水ガメの設

置場所の周囲が開けている場合に，多少多く見られ，

土手の下や建物の谷間に設置した時にはみられないよ

うなので，あるいは設置場所の地形と関係があるよう

に思われる・

＼各水ガメで採集された卵舟数は上記の3表に示した

ように，場所によって著しく違うが，日によってもか

なり違っているので，場所毎に3日間のものを合計し，

便宜のために合計数の小さいものから大きいものへ番

号を付け，これを各水ガメの番号として欝1図に示し

た・ここで卵舟数の多少が何によって原因されたかに

ついて考えてみると，その数が非常に多かった恥8，

恥9及び馳10の水ガメは，青々の研究室から流される

蚊幼虫の使用済みの飼料などが，ほとんど溜りはしな

いが，藩み込んでいる溝のすぐ近くにあり，風の次善さ

らしの程度の比較的低い場所であったので，これが誘

引源となり，風のあまり当らなかった事と相まって，産

卵場所として適当であったのではないかと思われる，

これに対して，恥2，3，4は，上記の下水から離れ

ており，風の吹きさらしの程度の強い場所であったの

で，産卵するのに適当ではなかったのではないかと思

われる・しかし抽．1は．恥6及び7の水ガメと同じよ

うに動物小屋の近くで，両動物舎共，犬，猫及び鼠が

飼育されており，後二者ではその他に鶏が数羽飼育さゝ
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摘要

アカイエカの産卵活動の時間的並びに季節的消長を

知るために,長崎大学医学部構内の条件の違った色々

な場所に,ワラの煮汁を入れた水ガメを置いて,毎日産

みつけられる卵舟を採集した.時間的消長の調査は19

F eb. M ar. A pr. M ay. Jun. Jul. A ug. S ept. O ct. N ov.
r D ec.
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れていた.このことが恥6及び肋7で産卵舟数が比較

的多く，恥1では非常に少なかった原因ではないかと

考えている・

Ⅱ．　季節的消長

1963，1964年匿おける産卵活動の季節的消長と夫々

の年の平均気温打降雨量を第3図に示した・1粥3年に

は，卵舟の採集奄4月‘11日より開始した．卵舟数は3

月上旬から次第に多くなり，6月下旬から9月上旬に

産卵活動が極めて旺盛であるが，その後第次に減少し

て，11月下旬以後には採集されなくなる．り月中旬及

び8月下旬の活動の低下は，大雨と多少関係があるよ

うにも思われるLが，この時期ばかりでなく，年を通じ

てかなり規則正しい増減が繰り返されているので，周

辺部における本種個体群の世代の遷移に起因している

のではないかと思われる・

1964年には2片1日から採集を開始したが，2月上
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旬にすでに極く少数の卵舟が採集された．これはその

時の気温が異常に高かったことばよるものと思われる．

その後3月下旬から卵舟が多くなり始め，6月上旬か

ら10月中旬にかけて，かなり盛んな産卵活動がみられ，

その後急激に減少はするが，12月上旬まで産卵が見ら

れた．1964年の春さきと秋に，前年よりも多くの卵舟

がとれているが，これはこの時期の気温が比較的高か

ったことによるものと思われる・逆に真にはかなり少

なかったが，ワ月初旬から8月下旬迄の間の無雨，水．

不足によるのではないかと思われる・1964年2月上旬

及び12月上旬に極めてわずかではあるが，卵舟が採集

されているこ占はすでに述べたが，これらの時期の気

温は8・8あるいは8・40cの低温であり，このような時

にも，なお産卵する個体があることは，興味あること

である・
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Fig. 3.  Sea£ nal distributions of the numberof egg rafts of Culex pipiens
p'allens laid on rice-straw infusion in 3 and 2 earthen jars in 1963 and 1964 ,
respectively, together with the records of mean temperature and rainfall in Nagasaki
City. Thick lines are for 1963 and thin ones for 1964. Observations were made from
April ll to December 31 in 1963 and from February 1 to December 31 in 1964.
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164年7月29日から3日間,10個の水ガメを使って,夕

方から翌朝迄一時間毎に行った.季節的消長を調べる

ための卵舟の採集は,1963年には4月11日から3ケ所

で12月31日迄,1964年には2月1日から2ケ所で年末

迄続けた.

1.産卵舟数の時間的消長は,場所により,日に

よって,かなり違っているが,一般的には日入後の8

～9時を頂点とする旺盛な活動が見られ,日出頃にも

しばしば活動の小山が認められる.このことから本種

♀の産卵活動は明るさの変化と関係があるように思わ

れる.

2.産卵舟数はカメの設置場所によって,著しい

変異が見られ,多少共,誘引源のあると思われる所で

而も風当りの強くない所に多い傾向が認められる.

3.季節的にみると,産卵は2月上旬から12月上
■■

旬まで行なわれるが,その活動は5月から次第に活発

となり,6月から9月にかけて,最も盛んとなる.その

後次第に減少する.1964年の春さきと秋の産卵活動が

前年より活発であったのは,この時期の気温が比較的

高かったことによると思われ,逆に夏期にはかなり低

かったのは,この年の夏期の無雨と水不足によるよう

に思われる.一年を通じて消長曲線をみると,両年共

に,かなり規則正しい増減が繰り返されているが,こ

のことは,あるいは,本医学部の周辺の住宅地でのア

カイエカ個体群の世代の遷移と関係のある事ではない

かと思われる.
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